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＜連絡事項＞

・2/26（火）～28（木）の期間、理事長の来客があり、体育館を準備・後片付けをかねて、使用しますので、病棟でのプログラム使用を控えて頂きたいとの事です。

2/26（火）は来客へ見ていただく品物の搬入があり、2/28（木）は物品の搬出作業があり、危険なため患者様への連絡とともに体育館には近づかないように注意して下さい。また、この期間中の運動療法は行わないので、準夜のスタッフは間違わないようにしてください。

・2/19（火）に行われた院内研修の出欠確認が掲示板に掲示してあります。各自、確認し変更がある場合は、東G半澤麻由美まで連絡をしてください。

＜患者様連絡事項＞

・久保　清美様～本日、14時に東Ｂユニット→西Ｂユニットへ移棟となっています。日内変動の結果については内科のＤｒへ提出していますが、主治医より様子がみたいとの事で明日診察になっています。

・豊巻　薫様～御家族より、日赤病院で痔の手術をさせたいと希望がありました。病院への付き添いには、姉様が付き添う事となっており、2/21（木）に御家族の都合のよい時間について電話をくださるとの事です。

・田村　喜七様～本日、市民病院の皮膚科に他科受診しています。乾燥肌で本人が掻いたところから菌が入りそこから炎症したと考えられ、今後は、毎日洗い、軟膏を塗布するようにとの事でした。午前中のうちに、ぬるま湯で洗剤をつけずに洗い、その後処置をし、皮膚状況等についてカルテに記載してください。また、必要物品（包帯・ガーゼ・紙絆）の購入について担当者は御家族に連絡して持ってくるよう伝えてください。

・袴田　英司様～心拍数安定され、酸素飽和濃度90％保てているため、本日の昼より減塩食を開始しています。モニターと点滴が止めとなり、本日の夕食後より服薬開始となっています。本日、臨時薬が１週間分処方となり、以後定期となっています。

・田向　玲美様～スタッフの休憩が気になると、部屋の移動希望聞かれています。「スタッフが私に冷たくしている」「嫌いだからドアを強く閉める」と被害的な訴えも聞かれおり、病状も関係している事が考えらえます。主治医へ情報提供したところ、もう少し様子を見るようにとの事です。今後の訴えについて、傾聴していきましょう。

＜新入院患者様情報＞

佐々木　栄子様（69歳）　　病名：精神遅滞　幻覚妄想状態

　　　　　　　　　　　　　病棟：東Aユニット　　入院形態：医療保護入院　　

主治医：田名部Dr　　　指定医：川端Dr

【入院経過】

　本日、息子様、知人（受診相談された方）の方同伴で受診される。2年程前より、易怒性や幻覚妄想が出現、一人で窓の外を見ながら独語したり、他家に入って「自分の物だ」と物を盗ってくる事がみられていたが精神科等の診察は受けずにいた。

　今年1月にご主人が脱水症にて倒れる事があったが、そうした状況の認識もないとの事。現在ご主人みちのく記念病院入院中で、在宅での生活が困難であり、入院での治療を家族希望された事から東Aユニットに医療保護入院となる。

診察中は、質問に対して的外れな言動聞かれたり、表情を硬くする事みられていたとの事です。

主治医より、幻覚妄想症状・認知機能低下などの観察をしてくださいとの事です。

＜要注目患者様検討＞

・藤井　孝蔵様～喫煙後、Ｂホールで過ごしている事がありまるが、促しにて拒否なくＡユニットへ帰る事出来ています。隔離解除後は、落ち着いて過ごしていますが、妄想様発言・問題行動みられる事があるので、注意して観察していきましょう。また、衣類が破れている事が多く、面会も入院してからないため、御家族に連絡をして衣類を持ってきてもらうと同時に面会してもらえるよう、担当者は御家族に電話をしてください。

・阿部　文香様～最近、急に大声で怒鳴ったりする事があります。また、夜間ホールにて男性患者様（木村修武様）に過度な接触が見られています。夜間の睡眠状況の観察とともに、男性患者様と接触について観察をし、過度となる場合には介入していきましょう。

・木村　修武様～生活保護のお金が入り、床屋について声掛けおこなっていますが、あまり切りたくないとの事です。用紙は記入してもらっているので、当日、再度声掛けしてください。また、女性患者様（阿部文香様）との過度な接触が見られています。ホールで過ごしている際の、女性患者様との接触について観察を行い、過度となる場合には介入し説明をしていきましょう。

・林　田鶴子様～最近、独語あまり聞かれていませんが、日中に寝て夜間に起きている事があります。昼夜逆転している事があるので、日中に寝ているときはなるべく離床を促していきましょう。また、ベッド周辺を片付ける事が出来ず、声掛けしても行動出来ずにいます。片付ける際は、声掛けと同時に一緒に取り組むようにしていきましょう。

・宮本　建蔵様～幻聴の訴え聞かれていますが、「音を聞いたりしている」と話し、自分なりに対処しているとの事で評価しています。また、最近『過保護変換』と話してくる事があります。『過保護変換』の話が出てくると、状態が悪いときなので注意して観察し、訴えがあった際は傾聴していきましょう。













